
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦長状のフィンが多数枚、互いに隙間を存して並設され、これらフィンに、フィンの長
手方向に沿って複数本の熱交換パイプが所定間隔を フィンドチューブタ
イプであり、斜めに傾斜して配置される熱交換器において、
　上記フィンは、 端縁から熱交換パイプまでの距離ｂが、 端縁から熱交換パ
イプまでの距離ａよりも、広く（ｂ＞ａ）なるよう寸法設定されることを特徴とする熱交
換器。
【請求項２】
　前部および上部に吸込み口が設けられるとともに前面下部に吹出し口が設けられる空気
調和機本体と、
　この空気調和機本体内部に収容配置される熱交換器および室内の熱交換空気を熱交換器
に導く断面円形の送風ファンとを具備した空気調和機において、
　上記熱交換器は、縦長状のフィンが多数枚、互いに隙間を存して並設され、これらフィ
ンに、フィンの長手方向に沿って複数本の熱交換パイプが所定間隔を フ
ィンドチューブタイプであり、
　上記前部吸込み口および上部吸込み口と対向するよう側面視で逆Ｖ字状に折り曲げられ
た前側熱交換器と後側熱交換器とからなり、
　上記前側熱交換器と後側熱交換器を構成するフィンは、風下側端縁から熱交換パイプま
での距離ｂが、風上側端縁から熱交換パイプまでの距離ａよりも、広く（ｂ＞ａ）なるよ
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う寸法設定されることを特徴とする空気調和機。
【請求項３】
　前部および上部に吸込み口が設けられるとともに前面下部に吹出し口が設けられる空気
調和機本体と、
　この空気調和機本体内部に収容配置される熱交換器および室内の熱交換空気を熱交換器
に導く断面円形の送風ファンとを具備した空気調和機において、
　上記熱交換器は、縦長状のフィンが多数枚、互いに隙間を存して並設され、これらフィ
ンに、フィンの長手方向に沿って複数本の熱交換パイプが所定間隔を存して、かつ風上側
列と風下側 フィンドチューブタイプであり、
　上記前部吸込み口および上部吸込み口と対向するよう側面視で逆Ｖ字状に折り曲げられ
た前側熱交換器と後側熱交換器とからなり、
　上記前側熱交換器と後側熱交換器との折り曲げ部で、かつ前側熱交換器 後側熱交
換器 におけるフィン上端縁と風下側列の最上部熱交換パイプ
との間に、熱交換空気に対する流通抵抗となるとともにドレン水を流下案内する補助用突
部が設けられることを特徴とする空気調和機。
【請求項４】
　前部および上部に吸込み口が設けられるとともに前面下部に吹出し口が設けられる空気
調和機本体と、
　この空気調和機本体内部に収容配置される熱交換器および室内の熱交換空気を熱交換器
に導く断面円形の送風ファンとを具備した空気調和機において、
　上記熱交換器は、縦長状のフィンが多数枚、互いに隙間を存して並設され、これらフィ
ンに、フィンの長手方向に沿って複数本の熱交換パイプが所定間隔を存して、かつ風上側
列と風下側列 フィンドチューブタイプであり、
　上記前部吸込み口および上部吸込み口と対向するよう側面視で逆Ｖ字状に折り曲げられ
た前側熱交換器と後側熱交換器とからなり、
　上記前側熱交換器と後側熱交換器との折り曲げ部で、かつ後側熱交換器上部の風下側列
部位は熱交換パイプを除去した熱交換パイプ除去部としたことを特徴とする空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、熱交換器と、この熱交換器を収容配置する、たとえば室内ユニットを構成する
空気調和機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近時、図１１に示すような室内熱交換器５を備えた空気調和機の室内ユニットが提供され
ている。
上記室内熱交換器５は、多数枚のフィンＦが互いに狭小の間隙を存して並設され、これら
フィンＦに熱交換パイプＰが貫通されるフィンドチューブタイプであり、側面視で逆Ｖ字
状に折り曲げられた前側熱交換器５Ａと後側熱交換器５Ｂとからなる。
【０００３】
冷房運転時に生成されるドレン水は、水とフィンＦとの付着（付着張力）により、前側熱
交換器５Ａと後側熱交換器５ＢのフィンＦ下端面を流れて、それぞれの下端部に配置され
るドレン皿７，８に受けられるようになっている。
【０００４】
図１２に上記室内熱交換器５の一部を拡大して示すように、この熱交換器５は上端部が風
上側から風下側へ向かって斜めに傾斜して配置され、風下側後縁部幅である風下側端縁ｍ
から熱交換パイプＰまでの距離ｂと、風上側前縁部幅である風上側端縁ｎから熱交換パイ
プＰまでの距離ａとが、同等（ｂ＝ａ）となるよう寸法設定されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
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上記のような構成の室内熱交換器５では、使用初期状態ではフィンＦの表面処理が親水性
を有するので、水とフィンＦ間の付着力が強く、冷房運転時に室内熱交換器５を構成する
フィンＦ間にドレン水が保持されることがなく、円滑に流下して排水される。
【０００６】
しかしながら、据付け環境や経時的な条件から、長期間使用後は、フィンＦに撥水化物質
が付着して表面が撥水状態となり易く、この場合フィンＦ相互間でドレン水を保持するよ
うになる。このドレン水の保水量は、水滴とフィンＦとの接触角が大きいほど多くなる。
【０００７】
そのため、室内熱交換器５の傾斜角度によっては、保水したドレン水がフィンの下端部へ
到達する以前で大きく肥大してしまい、フィンＦから滴下するばかりでなく、熱交換空気
に載って室内へ飛散する恐れがある。
【０００８】
また、フィンＦはプレス成形された段階では所定部位に三角状の切り込みが設けられた、
縦長状をなす。このフィンＦを多数枚隙間を存して並設し、熱交換パイプＰを貫通固定し
たあと、上記切り込みに沿って折り曲げ、前側熱交換器５Ａと後側熱交換器５Ｂとを成形
する。
【０００９】
このような切り込みを予め設けるために、前側熱交換器５Ａと後側熱交換器５Ｂの特に上
端部に相当するフィン部位はフラットな状態のまま残されている。また、前側熱交換器５
Ａと後側熱交換器５Ｂとをそれぞれ別個に製作し、その後この２つの熱交換器を連結する
方法もあるが、この場合もそれぞれの熱交換器５Ａ，５Ｂの上端部は、フィンＦの端面で
あることからスリットなどを設けることが困難で、フラットな状態のまま残されている。
そのため、ここを通過する熱交換空気に対する流通抵抗がほとんど存在せず、局所的に風
速増加がある。
【００１０】
その反面、上述の理由から各熱交換器５Ａ，５Ｂの同部位においての排水性が悪化し、フ
ィン面Ｆにドレン水が保水され易い状態となる。一時的に大量のドレン水の保水が生じる
と、風速増加の影響を受けてドレン水が室内まで飛散する恐れがある。
【００１１】
本発明は上記事情に着目してなされたものであり、その目的とするところは、傾斜して配
置される熱交換器であり、フィンに付着するドレン水の排水を円滑にして、局所的な風速
増加とドレン水飛散を防止し、信頼性の向上を得る熱交換器および空気調和機を提供しよ
うとするものである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を満足するため、 が多数枚、互いに隙間
を存して並設され、これらフィンに、フィンの長手方向に沿って複数本の熱交換パイプが
所定間隔を フィンドチューブタイプであり、斜めに傾斜して配置される
熱交換器において、上記フィンは、 端縁から熱交換パイプまでの距離ｂが、
端縁から熱交換パイプまでの距離ａよりも、広く（ｂ＞ａ）なるよう寸法設定されること
を特徴とする。
【００１３】
　上記目的を満足するため、 上部に吸込み口が設けら
れるとともに前面下部に吹出し口が設けられる空気調和機本体と、この空気調和機本体内
部に収容配置される熱交換器および室内の熱交換空気を熱交換器に導く断面円形の送風フ
ァンとを具備した空気調和機において、上記熱交換器は、縦長状のフィンが多数枚、互い
に隙間を存して並設され、これらフィンに、フィンの長手方向に沿って複数本の熱交換パ
イプが所定間隔を フィンドチューブタイプであり、上記前部吸込み口お
よび上部吸込み口と対向するよう側面視で逆Ｖ字状に折り曲げられた前側熱交換器と後側
熱交換器とからなり、上記前側熱交換器と後側熱交換器を構成するフィンは、風下側端縁
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から熱交換パイプまでの距離ｂが、風上側端縁から熱交換パイプまでの距離ａよりも、広
く（ｂ＞ａ）なるよう寸法設定されることを特徴とする。
【００１４】
　 上記目的を満足するため、 上部に吸込み口
が設けられるとともに前面下部に吹出し口が設けられる空気調和機本体と、この空気調和
機本体内部に収容配置される熱交換器および室内の熱交換空気を熱交換器に導く断面円形
の送風ファンとを具備した空気調和機において、上記熱交換器は、縦長状のフィンが多数
枚、互いに隙間を存して並設され、これらフィンに、フィンの長手方向に沿って複数本の
熱交換パイプが所定間隔を存して、かつ風上側列と風下側 フィンドチュ
ーブタイプであり、上記前部吸込み口および上部吸込み口と対向するよう側面視で逆Ｖ字
状に折り曲げられた前側熱交換器と後側熱交換器とからなり、上記前側熱交換器と後側熱
交換器との折り曲げ部で、かつ前側熱交換器 後側熱交換器

におけるフィン上端縁と風下側列の最上部熱交換パイプとの間に、熱交換空気に対す
る流通抵抗となるとともにドレン水を流下案内する補助用突部が設けられることを特徴と
する。
【００１５】
　 上記目的を満足するため、 上部に吸込み口
が設けられるとともに前面下部に吹出し口が設けられる空気調和機本体と、この空気調和
機本体内部に収容配置される熱交換器および室内の熱交換空気を熱交換器に導く断面円形
の送風ファンとを具備した空気調和機において、上記熱交換器は、縦長状のフィンが多数
枚、互いに隙間を存して並設され、これらフィンに、フィンの長手方向に沿って複数本の
熱交換パイプが所定間隔を存して、かつ風上側列と風下側列 フィンドチュ
ーブタイプであり、上記前部吸込み口および上部吸込み口と対向するよう側面視で逆Ｖ字
状に折り曲げられた前側熱交換器と後側熱交換器とからなり、上記前側熱交換器と後側熱
交換器との折り曲げ部で、かつ後側熱交換器上部の風下側列部位は熱交換パイプを除去し
た熱交換パイプ除去部としたことを特徴とする。
【００１６】
以上のごとく課題を解決する手段を採用することにより、傾斜して配置される熱交換器フ
ィンの表面が撥水化して、冷房運転時にドレン水がブリッジを形成し大量にフィン間に保
持されても、ドレン水が流れる風下側後縁部のフィン幅が広いのでドレン水は円滑に排水
されて、フィン途中で滴下しなくなる。
【００１７】
また、逆Ｖ字状折り曲げ部での前側熱交換器と後側熱交換器との局所的なドレン水増加を
回避して飛散を防止し、熱交換器まわりの風速分布のアンバランス化を防止する。
【００１８】
【発明の実施の形態】
　以下、 の一実施の形態を、図面を参照して説明する。
　図１に示すように、空気調和機本体であるユニット本体１は、前部吸込み口２と上部吸
込み口３が開口される。前部吸込み口２の下方部位であるユニット本体１下面部には吹出
し口４が開口される。
【００１９】
上記前部，上部吸込み口２，３と対向して、後述するように成形された室内熱交換器１０
が配置される。この室内熱交換器１０に覆われるようにして断面円形状の送風ファンであ
る横流ファン６が配置される。
【００２０】
上記室内熱交換器１０の前部側下部は前部ドレンパン７に、後部側下部は後部ドレンパン
８に挿入される。これら前部ドレンパン７と後部ドレンパン８は、図示しない連通路を介
して連通される。
【００２１】
上部吸込み口３の背面側端部に後板１２の上端部が連結され、後部ドレンパン８部位から
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横流ファン６側部を介して最下部は吹出し口４に亘るように延設される。そして、前部ド
レンパン７部位下面と、横流ファン６側部から吹出し口４に亘る後板１２一部とで、吹出
し案内路Ｓが形成される。
【００２２】
つぎに、上記室内熱交換器１０について詳述する。
この室内熱交換器１０は、逆Ｖ字状に形成される主熱交換器９と、直状で主熱交換器一部
に沿って設けられる補助熱交換器１１との組合わせ体からなる。
【００２３】
上記主熱交換器９は、はじめ円弧状部と直状部とが互いの端部を境に連結された連結体と
して成形される。これら円弧状部と直状部との連結部には三角状の切込みが形成されてい
て、実際の連結部分はわずかでしかない。この連結部から直状部を所定角度に折り曲げる
ことによって、逆Ｖ字状に形成される。
【００２４】
そして、ユニット本体１に主熱交換器９が組み込まれた状態で、円弧状部が前面側に位置
するところから、この部分を前側熱交換器１０Ａと呼び、これよりも後部に位置する直状
部を後側熱交換器１０Ｂと呼ぶ。
【００２５】
主熱交換器９および補助熱交換器１１ともに、互いに狭小の隙間を存して並設される多数
枚の放熱フィンＦと、これら放熱フィンＦを貫通し拡管手段によって嵌着される熱交換パ
イプＰとの、いわゆるフィンドチューブタイプである。
【００２６】
主熱交換器９は、前側熱交換器１０Ａと後側熱交換器１０Ｂの長手方向に亘って熱交換パ
イプＰが２列、互いの列が一定の間隔を存して整列されるとともに、互いの列ではいわゆ
る千鳥状に位置をずらして設けられる。
【００２７】
熱交換パイプＰは、直状部分が長いＵ字状管であり、そのＵ字状部は並設されるフィンＦ
の一側端から突出する。他端開口部はフィンＦの他側端から突出しており、これら熱交換
パイプの開口端はＵベンドや三方ベンドあるいはジャンパパイプで接続される。
【００２８】
前側熱交換器１０Ａにおける熱交換パイプＰ列のうち、前部吸込み口２に対向する列が熱
交換空気の導入側となるので風上側列Ｕｐ、横流フアンと対向する側の列が空気導出側に
相当するので風下側列Ｄｐと呼ぶ。
【００２９】
同様に、後側熱交換器１０Ｂにおける熱交換パイプＰ列も、上部吸込み口３に対向する列
が熱交換空気の導入側となるので風上側列Ｕｐ、横流フアン６と対向する側の列が空気導
出側に相当するので風下側列Ｄｐと呼ぶ。
【００３０】
したがって本実施の形態では、前側熱交換器１０Ａの下端部付近を除き、前側および後側
熱交換器１０Ａ，１０Ｂのいずれも風上側が上側になり、風下側が下側となっている。す
なわち、重力方向と熱交換器を流れる風の方向とが一致している。
【００３１】
また、前側熱交換器１０Ａと後側熱交換器１０Ｂは、これらが前部吸込み口２と上部吸込
み口３とに対向しているところから、それぞれの熱交換器１０Ａ，１０Ｂの上端部は風上
側から風下側へ傾斜していることになる。
【００３２】
図２に模式的に示すように、風上側列Ｕｐの熱交換パイプＰ相互間と、風下側列Ｄｐの熱
交換パイプＰ相互間には、切り起こし部であるスリット形切り起こし片１３が設けられる
。また、風上側列Ｕｐと風下側列Ｄｐとの列間にも切り起こし部であるスリット形切り起
こし片１４が設けられる。
【００３３】
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そして上記フィンＦは、フィンＦの風下側後縁部幅である風下側端縁ｍから風下側列Ｄｐ
の熱交換パイプＰ周縁までの距離ｂが、風上側前縁部幅であるフィンＦの風上側端縁ｎか
ら風上側列Ｕｐの熱交換パイプＰ周縁までの距離ａよりも広く（ｂ＞ａ）なるよう寸法設
定される。
【００３４】
なお説明すれば、フィンＦとして、その幅寸法は従来より用いられるフィンと同一であり
、従来はフィンの中心から均等に振り分けられた位置にある熱交換パイプＰとスリット片
１３，１４の位置が、全体的に風上側へシフトされるものである。
【００３５】
しかして、冷凍サイクル運転にともなって横流フアン６が回転駆動されると、前部，上部
吸込み口２，３から室内空気がユニット本体１内に吸込まれる。熱交換空気は、前部吸込
み口２と対向して配置される前側熱交換器１０Ａを流通して熱交換をなすとともに、上部
吸込み口３と対向して配置される補助熱交換器１１と後側熱交換器１０Ｂを流通して熱交
換する。
【００３６】
これら熱交換器１０Ａ，１０Ｂ，１１と熱交換した熱交換空気は、横流フアン６から吹出
し案内路Ｓを介して吹出し口４から吹出され、よって室内の空気調和をなす。
【００３７】
なお、上記前側熱交換器１０Ａおよび後側熱交換器１０Ｂにおいては、その上端部が風上
側から風下側へ向かって斜めに傾斜して配置されるので、フィンＦの風上側で生成される
ドレン水も円滑に風下側に導かれる。
【００３８】
ここで、先に述べたように、フィンＦは風上側前縁部のフィン幅ｂが、風下側後縁部のフ
ィン幅ａよりも広く（ｂ＞ａ）形成され、かつ上端部が風上側から風下側へ向かって傾斜
しているので、風上側前縁部で生成されたドレン水は傾斜に沿って風下側後縁部に導かれ
、さらにここから保水されることなく円滑に下部側へ流下する。
【００３９】
したがって、ドレン水はフィンＦの最下端部へ到達する途中でフィンＦから滴下すること
なく前部，後部ドレン皿７，８へ導かれ、室内への飛散は確実に防止される。
【００４０】
また、風上側前縁部のフィン幅ａが狭いので通風抵抗が減少し、風量低下が防止されて、
フィンＦの伝熱性能および送風性能を損なうことなくドレン水を円滑に流通させる。
【００４１】
この発明は、以下に述べるような変形例が考えられる。
図３に示すように、室内熱交換器１０を上端部が風上側から風下側へ向かって傾斜された
状態で、フィンＦの風下側後縁部幅ｂが風上側前縁部幅ａよりも広いことは勿論、上記フ
ィンＦの風上側列Ｕｐ，風下列側Ｄｐそれぞれの熱交換パイプＰ相互間に切り起こし部１
３，１３ａが設けられる。
【００４２】
特に、風下側列Ｄｐの熱交換パイプＰ相互間に設けられる切り起こし部１３ａにおいては
、フィン風下側端縁ｍから切り起こし部１３ａ風下側端縁までの距離ｃが、フィン風下側
端縁ｍから風下側列Ｄｐの熱交換パイプＰ周縁までの距離ｂよりも狭く（ｃ＜ｂ）なるよ
う寸法設定される。
【００４３】
しかして、フィンＦの風上側で生成されるドレン水が円滑に風下側に導かれるとともに、
フィンＦの風下側上部から流下してきたドレン水は、風下側端縁ｍと風下側列Ｄｐの熱交
換パイプＰとの間隔が広いところから円滑に流下し、その流下速度が速まる。
【００４４】
ところが、この熱交換パイプＰの下部にある切り起こし部１３ａではフィン後端縁ｍとの
距離ｃが狭められているので、この部分で一旦保水されドレン水の流下速度が適宜規制さ
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れることになり、フィンＦ下端縁まで流下する途中から滴下することはない。
【００４５】
すなわち、フィンＦに生じたドレン水がフィンＦ表面を伝わって流れる場合、邪魔がなく
円滑に流下すると、その流下速度が速まり、風下側端縁ｍからそのまま滴下する。
【００４６】
ところが、切り起こし部１３ａがあると、この部分において、ドレン水の落下が一時的に
止められ、再び切り起こし部１３ａの下部からフィンＦ上を流れ落ちる際にはその流下速
度が低く抑えられるため、そのまま風下側端縁ｍから空中に飛び出しまうことなく風下側
端縁ｍに沿ってドレンパンのある斜め下方に伝わって落ちて行く。
【００４７】
図４に示すように、室内熱交換器１０を傾斜させた状態で、フィンＦの風下側後縁部幅ｂ
が風上側前縁部幅ａよりも広いことは勿論、上記フィンＦの風上側列Ｕｐと風下列側Ｄｐ
それぞれの熱交換パイプＰ相互間に切り起こし部１３が設けられる。
【００４８】
そして、ここでは風上側列Ｕｐの熱交換パイプＰと風下側列Ｄｐの熱交換パイプＰ相互間
に、風上側に向かって開放する片側切り起こし片１４ａが設けられている。この片側切り
起こし片１４ａの長さは風下側列Ｄｐの熱交換パイプＰの相互間隔と略同じ長さを有する
。
【００４９】
したがって、フィンＦの風上側列Ｕｐの熱交換パイプＰから流れてきたドレン水は、片側
切り起こし片１４ａの切り起こし部分に沿って流れ、この下端から風下側列Ｄｐの熱交換
パイプＰ側へ導かれる。
【００５０】
すなわち、片側切り起こし片１４ａは風上側で生成されるドレン水が直接的に風下側に流
下するのを阻止するとともに、ドレン水の流下速度をそそぐことができる。さらに、片側
切り起こし片１４ａは、熱交換器の傾斜とほぼ平行に設けられているため、この片側切り
起こし片１４ａを伝わって流れるドレン水は真下（重力方向）ではなく、ドレンパンの位
置する方向である、熱交換器の傾斜方向（斜め下）方向へと流され、真下方向へのドレン
水の流れが抑制される。
【００５１】
このため、風上側列Ｕｐの熱交換パイプＰ付近に生じたドレン水は、風下側端縁ｎに到達
するまでにドレンパンのある斜め下方向へと流れ、熱交換器上部の風下側端縁ｍに集まる
ドレン水の量を減らし、風下側のフィンＦ途中からの滴下を防止する。
【００５２】
なお、片側切り起こし片１４ａは、約１ mm程度の高さであり、ドレン水はこの切り起こし
部分の孔を通過してフィンＦの裏面へとそのまま通り抜けることはほとんどなく、この部
分に到達したドレン水は片側切り起こし片１４ａの表面側を片側切り起こし片１４ａに沿
って流れる。
【００５３】
また、図５に示すように、フィンＦを傾斜させた状態で、フィンＦの風下側後縁部幅ｂが
風上側前縁部幅ａよりも広いことは勿論、上記フィンＦには風下側端縁ｍから風下側列Ｄ
ｐの熱交換パイプＰまでの間に、この長手方向に沿ってフィンＦの表面（上面）へ突出す
るビード部１５を設けてもよい。
【００５４】
フィンＦの風下側後縁部分を流れるドレン水は、上記ビード部１５に沿って流下し、よっ
てフィンＦの中途部から直接滴下することがなく、円滑に排水処理される。また、通風抵
抗も大幅に増加しないので伝熱性能を損なうことがなく、しかもビード部１５によるフィ
ンＦの補強を得る。
【００５５】
さらに、図６では、熱交換器１０を傾斜させた状態で、フィンＦの風下側後縁部幅ｂが風
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上側前縁部幅ａよりも広いことは勿論、風下側後端部幅ｂはフィン上部幅ｂ a  から下部幅
ｂ b  に亘って漸次広くなるよう形成される。
【００５６】
すなわち、当然ながらドレン水はフィンＦの上部から下部へ行くほど流れ込むドレン水が
合流して、流下量が多くなる。ここでは、風下側後端部の上部幅ｂ a  から下部幅ｂ b  に亘
って漸次広く形成してあるので、ドレン水はこの漸次幅広部分において合流し、かつ円滑
に流下してフィンの中途部から直接滴下することがなく排水処理される。
【００５７】
　つぎに、 について説明する。
　再び図１に示すように、上記室内熱交換器１０において、上記前側熱交換器１０Ａと後
側熱交換器１０Ｂとの折り曲げ部２０で、かつ前側熱交換器１０Ａにおける上端部には補
助用突部３０が設けられる。
【００５８】
図７（Ａ）に、上記補助用突部３０を拡大して示す。この補助用突部３０は、フィンＦの
長手方向端縁に沿って、互いに並行に設けられ、かつ漸次長さが異なる複数のルーバ状切
り起こし片３０ａから構成される。これら切り起こし片３０ａの短辺は熱交換パイプＰお
よびフィンＦ上端縁に沿い、かつ長辺はフィンＦの側端縁に沿う。
【００５９】
あるいは、同図（Ｂ）に拡大して示すように、上記補助用突部３０として、フィンＦの長
手方向端縁に沿って、互いに並行に設けられ、かつ漸次長さが異なる複数のスリット状切
り起こし片３０ｂから構成される。これら切り起こし片３０ｂの短辺は熱交換パイプＰお
よびフィンＦ上端縁に沿い、かつ長辺はフィンＦの側端縁に沿う。
【００６０】
あるいは、同図（Ｃ）に拡大して示すように、上記補助用突部３０として、フィンＦの長
手方向端縁に沿って、互いに並行に設けられ、かつ漸次長さが異なる複数のバーリング状
切り起こし片３０ｃから構成される。これら切り起こし片３０ｃの短辺は熱交換パイプＰ
およびフィンＦ上端縁に沿い、かつ長辺はフィンＦの側端縁に沿う。
【００６１】
あるいは、同図（Ｄ）に拡大して示すように、上記補助用突部３０として、フィンＦの長
手方向端縁に沿って、互いに並行に設けられ、かつ漸次長さが異なる複数の突条３０ｄか
ら構成される。これら突条３０ｄの短辺は熱交換パイプＰおよびフィンＦ上端縁に沿い、
かつ長辺はフィンＦの側端縁に沿う。
【００６２】
いずれにしても、逆Ｖ字折り曲げ部２０近傍である前側熱交換器１０Ａの上端部に補助用
突部３０を設けたので、特にこの部分で生成されたドレン水を円滑に下方へ流下させる。
【００６３】
なお、図７（Ａ）ないし（Ｄ）では、前側熱交換器１０Ａの上端部のフィンＦの面積を後
側熱交換器１０Ｂの上端部のフィンＦの面積よりも広く形成しているところから、前側熱
交換器１０Ａにのみ補助用突部３０を設けたが、逆に後側熱交換器１０Ｂの上端部のフィ
ンＦの面積を広く形成した場合には、後側熱交換器１０Ａに補助用突部３０を設けるよう
にすればよい。また熱交換器１０Ａ，１０Ｂ両方の上端部にそれぞれ補助用突部３０を設
けてもよい。
【００６４】
さらに他の部分が大量のドレン水を保水したときでも、この折り曲げ部２０にも補助用突
部３０が通風抵抗となり、室内熱交換器１０まわりの風速分布の極端なアンバランスが防
止され、Ｖ字状折り曲げ部２０付近での局所的な風速増加を回避して、ドレン水の室内飛
散を防止する。
【００６５】
　図８に、 形態を示す。
　後述する後側熱交換器１０Ｂの一部を除いて、空気調和機の構成は先に図１において説
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本発明におけるさらに他の実施の



明したものと全く同一であり、ここでは同番号を付して新たな説明は省略する。
【００６６】
上記室内熱交換器１０を構成する前側熱交換器１０Ａと後側熱交換器１０Ｂとの折り曲げ
部２０で、かつ後側熱交換器１０Ｂの風下側列Ｄｐの最上部は、熱交換パイプ除去部４０
となす。
【００６７】
すなわち、これまで説明したきた室内熱交換器１０における後側熱交換器１０Ｂでは、そ
の風下側列Ｄｐには上部から下部に亘って所定間隔を存して熱交換パイプＰが貫通してい
たが、この発明は特に上部においてのみ熱交換パイプを貫通せずに除去する。
【００６８】
上記熱交換パイプ除去部４０は、ここではフィンＦに対する何らの加工もせず、凹凸の全
くないフラット部となす。
図９および図１０（Ａ）に示すように、熱交換パイプ除去部４０Ａとして、熱交換空気の
流通方向に対して直交する方向に設けられる長さの異なる複数のスリット形切り起こし片
４０ａ，４０ｂから構成してもよい。
【００６９】
なお説明すれば、両側のスリット形切り起こし片４０ａは互いに全長が短く、かつ上下両
端の位置を揃えて設けられる。また、真ん中のスリット形切り起こし片４０ａは、両側で
かつ上下の切り起こし片４０ａのほぼ半分の長さに亘るような全長を有する。
【００７０】
あるいは、図１０（Ｂ）に示すように、熱交換パイプ除去部４０Ｂとして、熱交換空気の
流通方向に対して直交する方向に設けられる長さの異なる複数のルーバ形切り起こし片４
０ｃ，４０ｄから構成してもよい。
【００７１】
なお説明すれば、両側のルーバ形切り起こし片４０ｃは互いに全長が短く、かつ上下両端
の位置を揃えて設けられる。また、真ん中のルーバ形切り起こし片４０ｄは、両側でかつ
上下の切り起こし片４０ｃのほぼ半分の長さに亘るような全長を有する。
【００７２】
いずれにしても、後側熱交換器１０Ｂに逆Ｖ字状折り曲げ部２０近傍で、風下側列Ｄｐの
最上部には熱交換パイプＰは存在しない。代って、フラット部４０を形成し、もしくは切
り起こし片４０ａ～４０ｄを備えたことにより、風下列側Ｄｐ最上部のフィンＦ面を流下
するドレン水の流路が十分に確保される。したがって、逆Ｖ字状折り曲げ部２０近傍から
のドレン水飛散の危険性が低下する。
【００７３】
さらに、同部位に熱交換空気の流通方向に直交する方向に隣り合う長さの異なるスリット
形切り起こし片４０ａ，４０ｂもしくはルーバ形切り起こし片４０ｃ，４０ｄが多数形成
されることにより、ドレン水はこれら切り起こし片４０ａ～４０ｄに沿って円滑に下方へ
流れる。
【００７４】
したがって、ドレン水保水時でも、熱交換器まわりの風速分布のアンバランス化が防止さ
れ、信頼性の向上を得る。フィンＦの同部位面に大量のドレン水の保水が生じた場合でも
局所的な増加を回避してドレン水の飛散を防止し、熱交換器まわりの風速分布のアンバラ
ンス化を防止する。
【００７５】
【発明の効果】
　以上説明したように 市場環境によってフィン表面が撥水化し、冷房運転時
にドレン水がブリッジを形成して大量にフィン間に保持されてもドレン水が流れる風下側
後縁部のフィン幅が広いのでドレン水は円滑に排水されて、フィン途中で滴下することが
なく、排水処理効率の向上を得られるという効果を奏する。
【００７６】
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本発明では、



　さらに、 熱交換器のフィン面に大量のドレン水の保水が生じた場合、逆Ｖ
字状折り曲げ部近傍部位での局所的な増加を回避してドレン水の飛散を防止し、かつ熱交
換器まわりの風速分布のアンバランス化を防止するなどの効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態を示す、熱交換器を組み込んだ空気調和機室内ユニットの
概略の断面図。
【図２】同実施の形態の、熱交換器一部を拡大した図。
【図３】他の実施の形態の、熱交換器一部を拡大した図。
【図４】さらに他の実施の形態の、熱交換器一部を拡大した図。
【図５】さらに他の実施の形態の、熱交換器一部を拡大した図。
【図６】さらに他の実施の形態の、熱交換器一部を拡大した図。
【図７】（Ａ）は、図１に示す熱交換器の一部である補助用突部を拡大した図。
（Ｂ）ないし（Ｄ）は、互いに異なる補助用突部を説明する図。
【図８】さらに異なる実施の形態を示す、熱交換器を組み込んだ空気調和機室内ユニット
の概略の断面図。
【図９】さらに異なる実施の形態を示す、熱交換器を組み込んだ空気調和機室内ユニット
の概略の断面図。
【図１０】（Ａ）および（Ｂ）は、互いに異なる切り起こし部形状を説明する図。
【図１１】従来の、熱交換器を組み込んだ空気調和機室内ユニットの概略の断面図。
【図１２】従来の、熱交換器一部を拡大した図。
【符号の説明】
１０…室内熱交換器、
Ｆ…フィン、
Ｐ…熱交換パイプ、
Ｕｐ…風上側列、
Ｄｐ…風下側列、
１４ａ…片側切り起こし片、
３０…補強用突部、
４０…熱交換パイプ除去部。
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本発明では、



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(13) JP 3762068 B2 2006.3.29



フロントページの続き

(56)参考文献  実開昭６２－１４８８８３（ＪＰ，Ｕ）
              特開平０６－０３４１５４（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－１８９４９３（ＪＰ，Ａ）
              実開昭６２－０５２７８４（ＪＰ，Ｕ）
              特開平０７－０９８１６５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－０４２６９８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              F28F  1/32
              F25B 39/02
              F24F  1/00

(14) JP 3762068 B2 2006.3.29


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

